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有 島武郎 



思想と 実生活と が 融合した、 そこから 生ずる 現象 I 

I その 現象 はいつ でも 人間 生活の 統一 を 最も 純粋な 形 

に 持ち 来たす ものであるが —— として 最近に 日本に お 

いて、 最も 注意 せらるべき もの は、 社会問題の、 問題 

として また 解決と しての 運動が、 いわゆる 学者 もしく 

は 思想家の 手 を 離れて、 労働者 そのものの 手に 移ろう 

としつつ ある こと だ。 ここで 私の いう 労働者と は、 社 

会 問題の 最も 重要な 位置 を 占む ベ き 労働 問題の 対象た 

る 第四階級と 称せられる 人々 をい うの だ。 第四階級の 

うち 特に 都会に 生活して いる 人々 をい うの だ。 

もし 私の 考える ところが 間違って いなかったら、 私 



式が この 事実に よつ て どれほどの 混乱に 陥ろうと も、 

それ だとい つて、 当然 現わるべく して 現われ出 たこの 

事実 を もみ 消す こと はもう できないだろう。 

かわかみ はじめ 

かって 河上肇 氏と はじめて 対面した 時 (これから 

述べ る 話柄 は 個人的な もの だから、 ここに 公言す るの 

は あるいは 失当 かもしれ ない が、 ここで は 普通の 礼儀 

をし ばらく 顧みない ことにする)、 氏の 言葉の 中に 「現 

代に おいて 哲学と か 芸術と かに かかわり を 持ち、 こと 

に 自分が 哲学者で あると か、 芸術家で あると かいう こ 

とに 誇り を さえ 持つ ている 人に 対して は 自分 は 侮蔑 を 

感じないで はいられない。 彼ら は 現代が いかなる 時代 



それなら たとえば クロポトキン、 マルクス たちのお 

もな 功績 は どこに あるかと いえば、 私の 信ずる ところ 

によれば、 クロポトキンが 属して いた (クロポトキン 

い と 

自身 はそう である こと を 厭った であろう けれども、 彼 

が 誕生の 必然と して 属せずに いられなかった) 第 四 階 

級 以外の 階級 者に 対して、 ある 観念と 覚悟と を 与えた 

という 点に ある。 マルクスの 資本論で もそう だ。 労働 

者と 資本論との 間に 何の かかわり があろう か。 思想家 

としての マルクスの 功績 は、 マルクス 同様 資本 王国の 

がんみ 

建設に 成る 大学で も 卒業した 階級の 人々 が翫 味して 自 

分た ちの 立場に 対して 観念の 眼 を 閉じる ためで あると 



もし 階級 争闘と いう ものが 現代 生活の 核心 をな す も 

のであって、 それが その アルファ であり オメガで ある 

ならば、 私の 以上の 言説 は 正当に なされた 言説で ある 

と 信じて いる。 どんな 偉い 学者で あれ、 思想家で あれ、 

運動家で あれ、 頭領で あれ、 第四階級な 労働者た る こ 

となし に、 第四階級に 何者 を か 寄与す ると 思ったら、 

せんじょ うざた 

それ は 明らかに 僭上 沙汰で ある。 第四階級 は その 人た 

ちの むだな 努力に よ つ てかき 乱される の ほか は ある ま 

ヽ o 
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